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地
域
ア
カ
デ
ミ
ア
Ｗ
ｅ
ｂ
講
座

地
域
歴
史
講
座
「
和
田
合
戦
」

第
２
回

和
田
合
戦
の
虚
像
と
実
像

二
〇
二
四
年
一
一
月
二
日

高
橋

秀
樹

一
、
京
都
か
ら
み
た
和
田
合
戦

①
『
愚
管
抄
』
巻
第
六

実
朝
ハ
又
関
東
ニ
不
思
議
イ
デ
キ
テ
、
我
ガ
館
ミ
ナ
焼
レ
テ
ア
ヤ
ウ
キ
事
有

ケ
リ
。
義
盛
左
衛
門
ト
云
三
浦
ノ
長
者
、
義
時
ヲ
深
ク
ソ
ネ
ミ
テ
ウ
タ
ン
ノ
志
有
ケ
リ
。
タ
ヾ
ア
ラ
ハ
レ

ニ
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
ト
聞
テ
、
ニ
ハ
カ
ニ
建
暦
三
年
五
月
二
日
義
時
ガ
家
ニ
押
寄
テ
ケ
レ
バ
、
実
朝
一
所
ニ
テ

有
ケ
レ
バ
、
実
朝
面
ニ
フ
タ
ガ
リ
タ
ヽ
カ
ハ
セ
ケ
レ
バ
、
当
時
ア
ル
程
ノ
武
士
ハ
ミ
ナ
義
時
ガ
方
ニ
テ
、

二
日
戦
ヒ
テ
義
盛
ガ
頸
ト
リ
テ
ケ
リ
。ソ
レ
ニ
同
意
シ
タ
ル
児
玉
・
横
山
ナ
ン
ド
云
者
ハ
皆
ウ
セ
ニ
ケ
リ
。

其
後
又
頼
家
ガ
子
ノ
、
葉
上
上
人
ガ
モ
ト
ニ
法
師
ニ
成
テ
有
ケ
ル
、
十
四
ニ
ナ
リ
ケ
ル
ガ
、
義
盛
が
方
ニ

打
モ
ラ
サ
レ
タ
ル
者
ノ
ア
ツ
マ
リ
テ
、
一
心
ニ
テ
此
禅
師
ヲ
取
テ
打
出
ン
ト
シ
ケ
ル
。
又
聞
ヘ
テ
皆
ウ
タ

レ
ニ
ケ
リ
。
十
四
ニ
ナ
ル
禅
師
ノ
、
自
害
イ
カ
メ
シ
ク
シ
テ
ケ
リ
。
其
後
ハ
ス
コ
シ
シ
ヅ
マ
リ
ニ
ケ
リ
。

原
因

義
盛
の
義
時
に
対
す
る
「
ソ
ネ
ミ
」（
嫉
妬
）。

経
緯

義
時
邸
を
攻
め
た
。
実
朝
が
義
時
邸
に
い
た
の
で
巻
き
添
い
に
な
っ
た
。
二
日
に
わ
た
る
合
戦

の
末
に
義
盛
は
討
た
れ
た
。
義
盛
に
同
意
し
た
児
玉
党
・
横
山
党
も
滅
ぼ
さ
れ
た
。
頼
家
遺
児

の
擁
立
は
和
田
合
戦
残
党
に
よ
る
そ
の
後
の
行
為
。

②
『
明
月
記
』（
藤
原
定
家
の
日
記
）
建
保
元
年
（
一
二
一
三
）
五
月
九
日
条

天
晴
る
。（
中
略
）

今
朝
聞
く
、
関
東
に
勝
事
出
来
す
と
云
々
。
伝
々
の
説
、「
和
田
左
衛
門
尉
某
〈
三
浦
党
と
号
す
〉・
横

山
党
〈
両
人
と
も
に
そ
の
勢
抜
群
の
者
と
云
々
〉
謀
を
合
わ
せ
、
去
る
二
日
申
の
時
、
忽
ち
に
将
軍
（
源

実
朝
）
の
幕
下
を
襲
う
。
そ
の
時
将
軍
さ
ら
に
警
衛
の
備
え
無
し
。
或
い
は
杯
酌
淵
酔
と
云
々
。
忽
然
と

周
章
し
て
合
戦
す
。
そ
の
夜
曙
け
、
翌
日
ま
た
暮
れ
、
旦
て
戦
う
。
星
を
見
る
に
未
だ
す
で
な
ら
ず
。
将

あ

あ
け

軍
と
外
舅
相
模
守
義
時
・
大
膳
大
夫
広
元
等
と
、
間
行
し
て
山
に
入
り
、
身
を
脱
し
て
隙
去
る
。
賊
ま
た

大
威
を
懾
れ
て
夜
遂
に
引
き
去
る
。
た
だ
し
こ
と
ご
と
く
城
郭
を
焼
く
。
室
屋
残
り
破
れ
ざ
る
は
無
し
。

お
そ

梟
主
金
吾
ま
た
戦
場
に
死
す
。
散
卒
船
を
儲
け
、
海
上
よ
り
逃
げ
去
る
」
と
云
々
。
天
下
の
勝
事
何
事
か

こ
れ
に
過
ぎ
る
か
。
ま
た
巷
説
に
云
く
、「
彼
の
賊
徒
の
党
類
・
枝
葉
在
京
の
者
多
し
。
か
つ
が
つ
追
捕

・
滅
亡
目
前
な
り
。
京
中
ま
た
騒
動
す
」
と
云
々
。
楽
尽
き
悲
し
み
来
る
。
こ
れ
天
罰
か
。
窃
か
に
こ
れ

ひ
そ

を
思
う
に
、
天
下
ま
た
無
聊
か
。
末
代
の
貧
者
定
め
て
餓
死
に
及
ぶ
か
。
嗟
乎
悲
し
き
か
な
。（
中
略
）

ぶ
り
よ
う

あ

あ

戌
の
時
ば
か
り
参
院
す
。
中
宮
権
亮
（
藤
原
信
能
）
あ
ら
あ
ら
関
東
の
事
を
語
る
。「
二
日
申
の
時
、
和

田
左
衛
門
〈
義
盛
〉
の
宿
所
忽
ち
に
甲
兵
の
音
を
聞
く
。
去
春
謀
反
の
者
結
党
す
る
の
由
風
聞
・
落
書
等

有
り
。
件
の
義
盛
そ
の
張
本
た
り
。
し
か
る
を
自
ら
披
陳
す
。
子
細
を
聞
き
、
す
で
に
も
っ
て
免
許
し
、

和
解
の
気
色
有
り
。
尋
常
の
時
の
ご
と
く
近
辺
の
宿
所
に
在
り
。
し
か
る
を
な
お
内
々
の
議
有
り
。
鯨
鯢

げ
い
げ
い

た
る
べ
き
の
由
こ
れ
を
聞
く
。
こ
こ
に
よ
り
さ
ら
に
党
を
聚
め
そ
の
計
ら
い
を
成
す
。
こ
れ
た
だ
も
っ
て

あ
つ

韓
彭
の
菹
醢
な
り
。
そ
の
近
辺
の
宿
所
の
者
〈
又
左
衛
門
尉
〉
こ
れ
を
聞
き
、
す
な
わ
ち
戎
服
を
備
え
、

か
ん
ぽ
う

に
ら
き

使
者
を
広
元
朝
臣
に
発
す
。
時
に
件
の
朝
臣
の
賓
客
座
に
在
り
。
杯
酒
ま
さ
に

酣

な
り
。
亭
主
こ
れ
を

た
け
な
わ

聞
き
、
独
り
起
座
し
、
将
軍
の
在
所
に
奔
り
参
る
。
相
共
に
そ
の
所
を
逃
げ
去
り
、
故
将
軍
の
墓
所
堂
〈
七

八
町
を
去
る
。
或
い
は
二
階
堂
と
云
う
〉
に
赴
く
。
こ
の
間
義
盛
の
甥
三
浦
左
衛
門
義
村
〈
本
よ
り
叔
父

と
違
背
し
、
仇
讐
と
な
る
〉
義
盛
す
で
に
出
軍
す
る
の
由
を
告
ぐ
。
両
人
の
告
げ
に
よ
り
、
母
儀
・
妻
室
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等
僅
か
に
逃
げ
去
る
の
間
、
義
盛
の
兵
す
で
に
進
む
。
先
ず
広
元
の
宿
所
を
囲
む
。
酒
客
未
だ
去
ら
ず
。

大
軍
忽
ち
に
至
る
。
酔
郷
の
士
、
数
に
よ
り
害
せ
ら
る
。
即
ち
放
火
し
そ
の
城
郭
を
焼
く
。
室
屋
一
宇
残

ら
ず
。
二
日
夕
よ
り
四
日
朝
に
至
る
ま
で
攻
戦
や
ま
ず
。
三
た
び
華
不
注
を
周
る
が
如
し
。
義
盛
の
士
卒

一
を
も
っ
て
千
に
当
た
る
。
天
地
震
怒
。
こ
の
間
千
葉
の
党
類
〈
常
胤
の
孫
子
〉
精
兵
を
練
り
隣
国
よ
り

超
え
来
る
。
義
盛
兵
尽
き
矢
窮
ま
る
と
い
え
ど
も
、
疲
足
の
兵
に
策
ち
、
新
羈
の
馬
に
当
た
る
。
然
る

き
わ

む
ち
う

に
な
お
追
い
奔
り
、
北
に
逐
っ
て
横
大
路
〈
鎌
倉
の
前
に
こ
の
路
有
り
〉
に
至
る
。
こ
の
時
義
村
の
兵
ま

た
そ
の
後
ろ
を
塞
ぎ
、
義
盛
を
大
破
す
。
こ
こ
に
よ
り
遂
に
免
れ
る
を
得
ず
。
多
く
の
散
卒
等
浜
に
出
で
、

船
に
棹
し
安
房
の
方
に
向
か
う
。
そ
の
勢
五
百
騎
ば
か
り
、
船
六
艘
。
そ
の
後
広
元
の
消
息
の
飛
脚
到
来

す
。
昨
日
申
の
刻
ば
か
り
参
着
す
。
そ
の
後
経
る
所
ま
た
音
信
無
し
」
て
え
り
。
京
畿
に
有
る
骨
肉
の
輩
、

未
だ
そ
の
存
亡
を
知
ら
ず
。
在
京
の
武
士
等
下
る
べ
き
の
由
を
申
す
と
い
え
ど
も
、
か
つ
が
つ
天
気
有
り

て
留
め
ら
る
。
京
中
警
固
の
た
め
な
り
。
遠
江
守
親
広
塔
供
養
に
よ
り
在
京
し
、
去
る
二
日
下
向
す
。
こ

れ
を
聞
き
鞭
を
揚
ぐ
と
云
々
。
或
い
は
云
く
、
近
江
守
頼
茂
、
去
る
こ
ろ
下
向
し
、
最
前
に
命
を
終
え
る

と
云
々
。
ま
た
侍
従
能
氏
〈
高
能
卿
の
子
〉
正
月
の
こ
ろ
下
向
し
、
軍
陣
に
死
す
と
云
々
。
相
模
国
司
の

両
息
、
親
能
法
師
の
子
、
広
元
朝
臣
の
子
、
皆
死
す
と
云
々
。
実
否
を
知
ら
ず
。
亥
の
時
ば
か
り
名
謁
し

了
り
退
出
す
。

◎
「
伝
々
の
説
」「
巷
説
」
と
い
う
噂
話
レ
ベ
ル
と
、
後
鳥
羽
上
皇
御
所
で
藤
原
信
能
（
能
保
の
男
）
か

ら
聞
い
た
信
頼
で
き
る
情
報
（
幕
府
か
ら
の
報
告
に
基
づ
く
情
報
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に

広
元
か
ら
後
鳥
羽
上
皇
へ
の
報
告
が
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

原
因

二
月
の
泉
親
衡
謀
反
事
件
の
「
張
本
」
が
義
盛
で
あ
っ
た
。
弁
明
に
よ
り
実
朝
に
許
さ
れ
て
い

た
が
、
幕
府
の
議
に
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
挙
兵
し
た
。

経
緯

義
時
邸
の
近
所
の
者
が
酒
宴
中
の
広
元
に
報
告
、
広
元
が
将
軍
御
所
に
赴
き
、
共
に
頼
朝
法
華

堂
（
あ
る
い
は
永
福
寺
）
に
逃
げ
た
。
も
と
も
と
義
盛
と
仲
が
悪
か
っ
た
三
浦
義
村
が
義
盛
の

出
兵
を
告
げ
た
。
広
元
と
義
村
の
報
告
で
政
子
と
御
台
所
は
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
義
盛
は

ま
ず
広
元
邸
を
攻
め
、
合
戦
は
四
日
朝
ま
で
続
い
た
。
義
盛
は
奮
戦
し
た
が
、
義
村
軍
に
背
後

を
塞
が
れ
大
敗
し
て
戦
死
し
た
。
五
〇
〇
騎
の
残
兵
が
六
艘
の
船
で
安
房
に
逃
れ
た
。

二
、『
吾
妻
鏡
』
を
読
み
な
お
す

③
『
吾
妻
鏡
』
建
保
元
年
三
月
八
日
条

天
霽
る
。
鎌
倉
中
に
兵
起
こ
る
の
由
、
諸
国
に
風
聞
す
る
の
間
、

遠
近
の
御
家
人
群
参
す
。
幾
千
万
を
知
ら
ず
。
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
日
ご
ろ
上
総
国
伊
北
庄
に
在
り
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
馳
せ
参
り
、
今
日
御
所
に
参
上
す
。
御
対
面
有
り
。
そ
の
つ
い
で
を
も
っ
て
、
か
つ
は
累

日
の
労
功
を
考
え
、
か
つ
は
子
息
義
直
・
義
重
等
の
勘
発
の
事
を
愁
う
。
よ
っ
て
今
さ
ら
に
御
感
有
り
。

沙
汰
を
経
ら
る
る
に
及
ば
ず
。
父
の
数
度
の
勲
功
を
募
り
、
か
の
両
息
の
罪
名
を
除
か
る
。
義
盛
老
後
の

眉
目
を
披
ら
き
、
退
出
す
と
云
々
。

→
天
候
記
載
が
あ
る
＝
日
記
な
ど
の
記
録
を
原
史
料
と
し
て
い
る
記
事
。文
書
な
ど
に
天
候
記
載
は
な
い
。

泉
親
衡
謀
叛
事
件
発
覚
（
二
月
十
六
日
）
直
後
に
義
盛
は
動
い
て
い
な
い
。
上
総
国
に
蟄
居
し
て
い
た

が
、
鎌
倉
で
兵
乱
が
起
こ
り
「
い
ざ
鎌
倉
」
で
駆
け
つ
け
る
。
実
朝
に
対
面
し
た
「
そ
の
つ
い
で
」
に

子
息
二
人
の
赦
免
を
願
う
。
実
朝
は
独
断
即
決
で
二
人
を
許
し
、
義
盛
も
満
足
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

→
こ
の
段
階
で
は
義
盛
に
不
満
は
な
い
。

④
『
吾
妻
鏡
』
同
年
三
月
九
日
条

晴
れ
。
義
盛
〈
木
蘭
地
の
水
干
・
葛
袴
を
着
す
〉
今
日
ま
た
御
所

に
参
る
。
一
族
九
十
八
人
を
引
率
し
、
南
庭
に
列
座
す
。
こ
れ
囚
人
胤
長
を
厚
免
せ
ら
る
べ
き
の
由
申
請
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す
る
に
よ
っ
て
な
り
。
広
元
申
次
た
り
。
し
か
る
を
か
の
胤
長
今
度
の
張
本
と
し
て
殊
に
計
略
を
廻
ら
す

の
旨
聞
こ
し
め
す
の
間
、
御
許
容
に
あ
た
わ
ず
。
す
な
わ
ち
行
親
・
忠
家
等
の
手
よ
り
山
城
判
官
行
村
の

方
に
召
し
渡
さ
る
。
重
ね
て
禁
遏
を
加
う
べ
き
の
由
、
相
州
（
義
時
）
御
旨
を
伝
え
ら
る
。
こ
の
間
、
胤

長
の
身
を
面
縛
し
、
一
族
の
座
前
を
渡
す
。
行
村
こ
れ
を
請
け
取
ら
し
む
。
義
盛
の
逆
心
も
と
と
し
て
こ

れ
に
よ
る
と
云
々
。

→
天
候
が
あ
り
、
義
盛
の
装
束
も
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
日
記
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
和
田
合
戦

勃
発
を
前
提
と
し
た
脚
色
も
加
え
ら
れ
て
い
る
（
胤
長
の
面
縛
の
話
は
、
天
候
記
載
が
な
い
四
月
二
日

条
で
も
繰
り
返
さ
れ
、
文
末
に
は
「
逆
心
い
よ
い
よ
止
ま
ず
し
て
起
こ
る
」
と
あ
る
）。

前
日
満
足
し
て
帰
っ
た
義
盛
が
豹
変
、
大
事
に
し
た
た
め
、
実
朝
も
広
元
を
申
次
と
す
る
正
式
ル
ー
ト

で
対
応
、
要
求
を
拒
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
前
日
夜
に
義
盛
を
突
き
動
か
す
何
か
が
あ
っ
た
。

⑤
『
吾
妻
鏡
』
同
年
四
月
二
十
七
日
条

霽
れ
。
宮
内
兵
衛
尉
公
氏
将
軍
家
の
御
使
と
し
て
和
田
左
衛

門
尉
宅
に
向
か
う
。
こ
れ
義
盛
用
意
の
事
有
る
の
由
聞
こ
し
め
す
に
よ
り
、
そ
の
実
否
を
尋
ね
仰
せ
ら
る

る
の
故
な
り
。（
中
略
）
晩
景
ま
た
刑
部
丞
忠
季
を
も
っ
て
御
使
と
し
て
義
盛
の
許
に
遣
わ
さ
る
。
世
を

度
り
奉
る
べ
き
の
由
そ
の
聞
こ
え
有
り
。
殊
に
驚
き
思
し
め
す
所
な
り
。
ま
ず
蜂
起
を
止
め
、
退
き
て
恩

裁
を
待
ち
奉
る
べ
き
な
り
と
云
々
。
義
盛
報
じ
申
し
て
云
く
、「
上
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
恨
み
を
存
せ

ず
。
相
州
の
所
為
傍
若
無
人
の
間
、
子
細
を
尋
ね
承
ら
ん
が
た
め
発
向
す
べ
き
の
由
、
近
日
若
輩
等
ひ
そ

か
に
も
っ
て
群
議
せ
し
む
る
か
。
義
盛
度
々
こ
れ
を
諫
む
と
い
え
ど
も
、
一
切
拘
わ
ら
ず
。
よ
っ
て
す
で

に
同
心
を
成
し
お
わ
ん
ぬ
。
こ
の
上
の
事
は
力
及
ば
ず
」
と
云
々
。

→
事
件
後
、
関
係
者
の
証
言
を
も
と
に
実
検
記
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
が
原
史
料
と
な
っ
た
か
。

義
盛
の
発
言
の
趣
旨
。
実
朝
に
対
す
る
恨
み
は
な
い
。
義
時
が
傍
若
無
人
な
の
で
、
事
情
を
聞
く
た
め

に
行
こ
う
と
一
族
の
若
者
た
ち
が
密
か
に
群
議
し
た
。
義
盛
は
諫
め
た
が
聞
き
入
れ
ず
、
結
局
義
盛
も

同
意
す
る
に
至
っ
た
。
→
一
族
の
若
者
た
ち
に
突
き
上
げ
ら
れ
た
行
動
。
三
月
八
日
夜
に
も
こ
う
し
た

突
き
上
げ
が
あ
っ
た
た
め
に
、
義
盛
は
態
度
を
変
え
た
。

→
泉
親
衡
事
件
の
逮
捕
者
も
第
二
世
代
・
第
三
世
代
の
御
家
人
が
中
心
で
あ
り
、御
家
人
の
世
代
間
対
立
、

義
時
の
手
法
に
対
す
る
若
い
御
家
人
の
反
発
が
あ
っ
た
。
義
盛
（
六
十
七
歳
）
は
若
い
世
代
に
擁
立
さ

れ
た
旗
頭
に
過
ぎ
な
い
。
親
衡
事
件
で
逮
捕
さ
れ
な
か
っ
た
相
模
・
武
蔵
の
勢
力
に
よ
る
大
規
模
な
事

件
。
若
者
た
ち
は
義
時
・
広
元
体
制
の
転
覆
を
狙
っ
た
。

◎
幕
府
か
ら
朝
廷
へ
の
報
告
に
は
、
背
景
に
あ
っ
た
こ
う
し
た
若
者
世
代
の
動
き
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

義
盛
の
謀
叛
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
た
の
で
、『
愚
管
抄
』
や
『
明
月
記
』
は
、
義
盛
と
義
時
と
の

関
係
だ
け
で
こ
の
事
件
を
捉
え
て
い
る
。

⑥
『
吾
妻
鏡
』
同
年
五
月
二
日
条
（
冒
頭
部
分
）

陰
り
。
筑
後
左
衛
門
尉
朝
重
義
盛
の
近
隣
に
在
り
。

し
か
る
を
義
盛
の
館
に
軍
兵
競
い
集
ま
る
。
そ
の
粧
い
を
見
、
そ
の
音
を
聞
く
。
戎
服
を
備
え
、
使
者
を

発
し
、
事
の
由
を
前
大
膳
大
夫
に
告
ぐ
。
時
に
件
の
朝
臣
の
賓
客
座
に
在
り
。
盃
酒
ま
さ
に
酣
な
り
。
亭

主
こ
れ
を
聞
き
、
独
り
起
座
し
て
御
所
に
奔
り
参
る
。
次
い
で
三
浦
平
六
兵
衛
尉
義
村
・
同
弟
九
郎
右
衛

門
尉
胤
義
等
は
じ
め
は
義
盛
と
一
諾
を
成
し
、
北
門
を
警
固
す
べ
き
の
由
、
同
心
の
起
請
文
を
書
き
な
が

ら
、
後
に
は
こ
れ
を
改
変
せ
し
む
。（
三
浦
兄
弟
の
会
話
省
略
）
す
な
わ
ち
相
州
の
御
亭
に
参
入
し
、
義

盛
す
で
に
出
軍
の
由
を
申
す
。
時
に
相
州
囲
碁
会
有
り
。
こ
の
事
を
聞
く
と
い
え
ど
も
、
あ
え
て
も
っ
て

驚
動
の
気
無
し
。
心
静
か
に
目
算
を
加
う
る
の
後
、
起
座
し
て
折
烏
帽
子
を
立
烏
帽
子
に
改
め
、
水
干
を

装
束
し
、
幕
府
に
参
り
給
う
。
し
か
る
を
義
盛
と
時
兼
と
謀
合
の
疑
い
有
り
と
い
え
ど
も
今
朝
の
事
に
非

ざ
る
か
の
由
猶
予
す
る
の
間
、
御
所
に
お
い
て
は
敢
え
て
警
衛
の
備
え
無
し
。
し
か
れ
ど
も
両
客
（
広
元
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・
義
時
）
の
告
げ
に
よ
り
、
尼
御
台
所
（
政
子
）
な
ら
び
に
御
台
所
（
実
朝
室
）
等
営
中
を
去
り
北
御
門

を
出
で
て
鶴
岳
別
当
坊
に
渡
御
す
と
云
々
。
申
の
刻
、
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
伴
党
を
率
い
て
忽
ち
に
将
軍

の
幕
下
を
襲
う
。

→
掲
出
の
前
半
部
分
は
『
明
月
記
』
と
文
言
ま
で
一
致
す
る
。
→
『
吾
妻
鏡
』
は
『
明
月
記
』
を
原
史
料

と
し
て
使
用
し
、
こ
れ
に
勲
功
申
請
書
類
な
ど
の
記
載
を
加
え
て
。
記
事
を
構
成
し
て
い
る
。

掲
出
後
半
部
分
は
、
義
村
と
義
盛
と
の
関
係
、
政
子
・
御
台
所
を
逃
が
し
た
報
告
者
（「
両
客
」）
が

『
明
月
記
』
の
「
両
人
」
と
矛
盾
す
る
。
広
元
を
襲
っ
た
の
か
、
実
朝
を
襲
っ
た
の
か
も
違
う
。『
明

月
記
』
に
は
義
時
の
囲
碁
会
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

→
『
吾
妻
鏡
』
は
、
義
村
の
裏
切
り
と
い
う
改
変
（
創
作
）
を
加
え
て
い
る
。

広
元
・
義
時
の
油
断
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
。
義
時
の
挑
発
は
や
は
り
疑
わ
し
い
。

→
事
件
の
鎮
圧
に
よ
り
、
義
時
・
広
元
に
義
村
を
加
え
た
つ
な
が
り
が
、
よ
り
強
固
に
な
っ
た
。

⑦
『
雑
談
集
』（
無
住
の
仏
教
説
話
集
）

故
義
時
三
度
の
難
を
逃
れ
て
、
そ
の
身
久
し
く
保
た
る
。
一

に
は
輪
田
左
衛
門
尉
世
を
乱
し
し
時
、
故
駿
河
の
前
司
、
平
六
兵
衛
尉
と
て
、
北
門
堅
め
た
る
起
請
書
き

な
が
ら
、
反
り
忠
し
て
彼
の
一
門
亡
び
お
わ
ん
ぬ
。

→
『
吾
妻
鏡
』
の
義
村
の
裏
切
り
と
類
似
し
た
内
容
。
た
だ
し
、『
雑
談
集
』
の
成
立
は
『
吾
妻
鏡
』
と

同
じ
十
四
世
紀
初
め
（
事
件
の
九
十
年
後
）。
十
四
世
紀
初
め
に
は
こ
う
し
た
言
説
が
あ
る
程
度
流
布

し
て
い
た
。『
吾
妻
鏡
』
編
者
は
『
明
月
記
』
を
原
史
料
と
し
て
和
田
合
戦
記
事
を
作
成
し
つ
つ
、『
明

月
記
』
に
な
い
義
村
の
裏
切
り
の
話
を
加
え
た
。

⑧
『
古
今
著
聞
集
』
千
葉
介
胤
綱
三
浦
介
義
村
を
罵
り
返
す
事

鎌
倉
右
府
将
軍
家
に
、
正
月
朔
日
大
名
ど
も
参
た
り
け
る
に
、
三
浦
介
義
村
も
と
よ
り
候
て
、
大
侍
の
座

上
に
候
け
り
。
其
後
千
葉
介
胤
綱
ま
い
り
た
り
け
る
。
い
ま
だ
若
物
に
て
侍
け
る
に
、
お
ほ
く
の
人
を
分

す
ぎ
て
、
座
上
せ
め
た
る
義
村
が
猶
上
に
ゐ
て
け
り
。
義
村
し
か
る
べ
く
も
お
も
は
で
、
い
き
ど
を
り
た

る
気
色
に
て
、「
下
総
犬
は
ふ
し
ど
を
し
ら
ぬ
ぞ
よ
」
と
云
た
り
け
る
に
、
胤
綱
す
こ
し
も
気
色
か
は
ら

で
、
と
り
あ
へ
ず
、「
三
浦
犬
は
友
を
く
ら
ふ
也
」
と
い
ひ
た
り
け
り
。
輪
田
左
衛
門
が
合
戦
の
時
の
こ

と
を
お
も
ひ
て
い
へ
る
な
り
。
ゆ
ゝ
し
く
と
り
あ
へ
ず
は
い
へ
り
け
る
。

→
三
浦
が
和
田
を
裏
切
っ
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
和
田
軍
の
大
敗
、
義
盛
の
戦
死
に
同
族
で
あ
る

義
村
の
軍
勢
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
、
十
分
意
味
が
通
る
。
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